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看
護
師
再
就
職
支
援
講
習
会
の
ご
案
内

　

市
立
大
洲
病
院
で
は
、
地
域

の
看
護
師
不
足
解
消
の
た
め
、

就
業
を
希
望
し
た
い
が
再
就
職

に
不
安
が
あ
る
看
護
師
に
臨
床

研
修
の
場
を
提
供
し
、
再
就
職

に
対
し
て
自
信
が
も
て
る
よ
う

に
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
回
、
看
護
師
・
准
看
護
師

の
免
許
を
有
し
て
い
る
人
を
対

象
に
、
再
就
業
の
た
め
に
必
要

な
知
識
技
術
を
再
確
認
す
る
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
10
月
13
日︵
火
︶～
15
日

︵
木
︶の
３
日
間

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

【
場
所
】
市
立
大
洲
病
院

【
人
数
】
５
人
程
度

【
費
用
】
無
料

【
申
し
込
み
方
法
】

　

10
月
２
日︵
金
︶ま
で
に
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
経
験
年
数
、
免

許
番
号
、
電
話
連
絡
先
を
記
載

の
う
え
︵
様
式
任
意
︶、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
郵
送
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
電
話
で
の
申
し
込
み

も
可
能
で
す
の
で
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
５
・
８
５
０
１

大
洲
市
西
大
洲
甲
５
７
０
番
地

市
立
大
洲
病
院
看
護
部

教
育
担
当　

田
丸
ま
で

☎
�
２
１
５
１

FAX  
�
０
０
３
６

【
そ
の
他
】

① 

昼
食
お
よ
び
お
茶
は
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

② 

10
月
14
日︵
水
︶、
15
日︵
木
︶

は
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
必
要
時
に
は

ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
お
貸
し
い
た

し
ま
す
。
靴
は
、
白
色
で
動

き
や
す
い
も
の
を
各
自
で
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

３
日
間
の
研
修
を
終
了
さ
れ

た
人
に
は
、﹁
市
立
大
洲
病
院

再
就
職
者
支
援
講
習
会
受
講

証
﹂
を
お
渡
し
し
ま
す
。

救急月間・看護師再就職支援

９ 月 は 救 急 月 間 で す
　近年、休日や夜間に救急病院に患者さんが集中し、
医師の負担が増えているほか、安易な救急車の呼び
出しで出動回数が増加し、重症な患者さんの搬送に
困るケースも増加しています。
　このままでは、住民の皆様に適切な医療を提供で
きなくなる恐れがあり、そうならないために『愛媛
の救急医療を守る147万人の県民運動（愛救147運
動）』を実施しています。
　これは医療機関や救急車の適切な利用を、皆さん
一人ひとりに心がけていただく取り組みですので、
ご協力をお願いします。

普段からの３つの心がけ

①　日ごろから『かかりつけ医』を持ちましょう。
② 　健康診断や検診などにより、病気の予防や早期
発見に努めましょう。
③　家庭で薬を常備しましょう。

受診にあたっての３つの心がけ

①　なるべく医療機関の通常の診療時間内に受診しましょう。
②　救急車で搬送されても、軽症の場合は、通常の受付順となる場合があることに留意しましょう。
③　休日で比較的症状の軽い人は、大洲市の日曜・祝日当番医（一般・小児科）を利用しましょう。

症状は軽いけれど、どうすれば…

　休日や夜間に、どの病院に行けばよいか分からない場合には、えひめ救急医療ネット（インターネット）
を参考にされるか、大洲消防署の音声案内サービス（☎24－7000）をご利用ください。
　お子さんの急な病気やけがの場合は、小児救急医療電話相談・毎日午後７時～午後11時（「＃8000」か「089
－913－2707」）をご利用ください。

症状に応じた救急医療機関の役割分担

症
状
・
緊
急
度

脳卒中など特に症状の重い患者さん
●救命救急センター

入院や手術が必要な重症状の患者さん
●地域の中核病院が交代で担当

比較的症状の軽い患者さん
●小児科日曜・祝日当番医
●一般日曜・祝日当番医　

愛媛県の救急医療体制

三次救急

二次救急

初期救急
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下水道の日

「 下水道  地球を守る  リサイクル 」
９月10日は、第49回　下水道の日

● 

肱北浄化センター肱北浄化センター

● 

肱南浄化センター 肱南浄化センター 

● 

大洲北中学校 大洲北中学校 

● 

● 
● 
● 

 
大洲小学校 

大洲南中学校 

大洲小学校 

大洲南中学校 

肱北処理区 供用開始区域

肱南処理区　供用開始区域

総合福祉センター 総合福祉センター 

大洲道路大洲道路

● 喜多小学校 喜多小学校 

ＪＲ伊予大洲駅 ＪＲ伊予大洲駅 

大洲市役所 大洲市役所 

Ｒ56Ｒ56

　

公
共
下
水
道
は
、
生
活
環
境
の
改

善
や
河
川
な
ど
公
共
用
水
域
の
水
質

を
保
全
し
、
快
適
で
潤
い
の
あ
る
生

活
環
境
を
築
く
た
め
の
施
設
で
す
。

　

肱
南
処
理
区
で
は
、
平
成
７
年
よ

り
供
用
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
が
、

ま
だ
公
共
下
水
道
に
接
続
さ
れ
て
い

な
い
人
は
、
一
日
も
早
い
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
肱
北
処
理
区

に
つ
い
て
も
平
成
20
年
５
月
12
日
よ

り
一
部
区
域
で
供
用
を
開
始
し
、
処

理
区
域
の
拡
大
に
努
め
て
お
り
ま

す
。
処
理
区
域
内
と
な
る
ご
家
庭
で

は
、
一
日
も
早
い
接
続
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る
工
事
を

さ
れ
る
人
に
対
し
、
最
高
50
万
円
ま

で
市
の
指
定
す
る
金
融
機
関
に
融
資

を
あ
っ
せ
ん
し
、
そ
の
利
子
を
市
が

補
給
す
る
﹁
水
洗
便
所
改
造
資
金
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
﹂
が
あ
り
ま
す
。

下
水
道
課
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
工

事
を
行
う
場
合
は
、
必
ず
大
洲
市
排

水
設
備
指
定
工
事
店
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
指
定
工
事
店
は
、
市
の

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
い
た

だ
け
ま
す
が
、
詳
し
く
は
下
水
道
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
役
所
下
水
道
課
管
理
係

☎
㉔
２
１
１
１
︵
内
線
２
５
５
︶

公
共
下
水
道
へ
の

接
続
の
お
願
い
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浄化槽設置補助

【
事
前
申
し
込
み
期
限
】

　

平
成
21
年
９
月
１
日︵
火
︶～
平
成
22
年
３
月
25
日︵
木
︶

　
︵ 

受
付
時
間
は
、
土
日
祝
日
を
除
く
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で
︶

【
申
し
込
み
方
法
】

　

転
換
、
新
築
な
ど
の
具
体
的
な
計
画
内
容
︵
場
所
、
時
期
、

延
床
面
積
な
ど
︶
が
わ
か
る
資
料
お
よ
び
印
鑑
を
市
役
所
下
水

道
課
、
ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
補
助
制
度
を
受
け
ら
れ
な
い
地
域
】

・
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
肱
南
地
区
の
一
部

・ 

公
共
下
水
道
が
整
備
、
若
し
く
は
計
画
さ
れ
て
い
る
肱
北
地

区
の
一
部

・
農
業
集
落
排
水
が
整
備
さ
れ
て
い
る
八
多
喜
地
区
の
一
部

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

市
役
所
下
水
道
課

　

☎
㉔
２
１
１
１
︵
内
線
２
５
５
︶

　

長
浜
支
所
市
民
福
祉
課

　

☎
�
１
１
１
３
︵
直
通
︶

　

肱
川
支
所
市
民
福
祉
課

　

☎
㉞
２
３
３
１
︵
直
通
︶

　

河
辺
支
所
市
民
福
祉
課

　

☎
㊴
２
１
１
４
︵
直
通
︶

　

平
野
小
学
校
︵
目
﨑
葊
壽
校

長
︶
で
、
登
下
校
の
途
中
に
あ

る
人
け
の
な
い
場
所
や
、
周
囲

か
ら
見
え
に
く
い
危
険
な
場
所

な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め

た
﹁
地
域
安
全
マ
ッ
プ
﹂
が
作

成
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の﹁
地
域
安
全
マ
ッ
プ
﹂は
、

６
年
生
児
童
19
人
が
自
分
た
ち

の
周
り
の
危
険
な
個
所
な
ど
を

調
査
し
、
大
洲
警
察
署
、
少
年

警
察
協
助
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
校
外
指

導
部
、
平
野
地
区
交
番
連
絡
協

議
会
な
ど
関
係
機
関
の
協
力
を

得
て
ま
と
め
た
も
の
で
、
子
ど

も
た
ち
が
、
事
前
に
犯
罪
被
害

に
遭
う
こ
と
を
避
け
る
能
力
を

身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
防
犯

意
識
の
向
上
を
目
指
し
て
作
成

さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
マ
ッ

プ
作
成
は
、
広
報
活
動
を
通
じ

て
多
く
の
地
域
住
民
の
み
な
さ

　
生
活
雑
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
、
平
成

22
年
度
（
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
19
日
ま

で
）
に
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
る
人
に
対
し
て
、
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
希
望
者
は
、
次
の
と

お
り
事
前
申
し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【浄化槽規模別の補助限度額】

補助対象となる浄化槽規模

【補助限度額】

〈転換〉… 単独処理浄化槽また
は汲み取り便槽から
浄化槽にする場合。

〈新築〉… 既存建物を取り壊し
後、新築する場合を
含む。

５人槽 延床面積が160㎡以下のもの 288,000円 222,000円

７人槽 延床面積が160㎡をこえるもの 360,000円 277,000円

10人槽 ２世帯住宅（浴室および台所
が２つあり、独立して生活） 476,000円 367,000円

浄
化
槽
設
置
補
助
の
事
前
受
付
を
開
始
し
ま
す
！※既存施設が単独処理浄化槽で、増築などにより人槽が増となる場合は、新築扱いとなります。

※記載している補助限度額は現在の予定額であり、確定しているものではありません。

ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

地
域
ぐ
る
み
の
活
動
と
な
り
ま

し
た
。

　

マ
ッ
プ
は
、
約
縦
２
㍍
50
㌢
、

横
４
㍍
で
危
険
個
所
は
写
真
と

注
意
書
き
で
表
示
さ
れ
、
と
て

も
見
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

児
童
ら
は
、﹁
身
の
回
り
に
危

険
な
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
﹂
な
ど
と
話
し
、

マ
ッ
プ
の
作
成
を
通
し
て
﹁
犯

罪
に
遭
わ
な
い
力
﹂
が
養
わ
れ

た
よ
う
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
み
な

さ
ん
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
の

地
域
安
全
マ
ッ
プ
の
想
像
以
上

の
出
来
栄
え
に
驚
き
、﹁
大
人
た

ち
も
子
ど
も
の
安
全
に
よ
り
一

層
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
﹂
な

ど
の
感
想
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

安全マップを
つくったよ

～犯罪被害を未然に防止～

｜平野小学校｜　

▲大きな声でマップの説明をする児童
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え
ひ
め
女
性
財
団
で
は
﹃
え

ひ
め
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
２
０
０
９
﹄
で
活
動
発

表
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
く
グ

ル
ー
プ
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
の
日
頃

の
活
動
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん

か
？　

●
実�

施�

日

12
月
５
日︵
土
︶・
６
日︵
日
︶

●
実
施
場
所

愛
媛
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

︵
松
山
市
山
越
町
４
５
０
番
地
︶

●
内　
　

容

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

⋮ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
学
習
報

告
会
・
一
日
体
験
教
室
な
ど

フ
リ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

…
展
示
の
部

　

 

絵
画
・
写
真
・
書
・
工
芸
・

陶
芸
・
和
洋
裁
・
生
け
花
・

俳
句
な
ど

…
ふ
る
さ
と
市
の
部

　
 

自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
が
日
常

の
活
動
を
通
じ
て
、
生
産
・

加
工
し
て
い
る
食
物
や
工
芸

品
の
販
売
な
ど

…
出
演
の
部

　

 

コ
ー
ラ
ス
・
伝
統
芸
能
・
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
演
劇
な
ど

●
応
募
資
格

愛
媛
県
内
の
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ

●
応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
財
団
法
人
え
ひ
め
女
性

財
団
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。︵
応
募
用
紙
は
大
洲
市
役

所
企
画
調
整
課
ま
た
は
各
支
所

総
務
商
工
課
に
あ
り
ま
す
︶

●
締
め
切
り

10
月
２
日︵
金
︶必
着

●
あ
て
先

財
団
法
人
え
ひ
め
女
性
財
団

﹁
え
ひ
め
男
女
共
同
参
画
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９
﹂
係

〒
７
９
１

・８
０
１
４

松
山
市
山
越
町
４
５
０
番
地　

愛
媛
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
・９
２
６
・
１
６
３
３

FAX
０
８
９
・９
２
６
・
１
６
６
１

お
お
ず
の
女
性

〜
輝
い
て
今
〜

Vol.56

～
え
ひ
め
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９　

フ
リ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
及
び
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
イ
ベ
ン
ト
の
募
集
！！
～

　

平
成
21
年
度
大
洲
市
夏
季
大

学
﹁
わ
ら
び
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

﹃
龍
馬
！
﹄
大
洲
公
演
﹂
が
、
７

月
23
日︵
木
︶、
大
洲
市
民
会
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
２
時
開
演
の
昼
の
部
で

は
、
高
校
生
や
一
般
の
人
で
席

が
埋
ま
り
、
ほ
ぼ
満
席
と
な
り

ま
し
た
。
上
演
中
は
、
客
席
か

ら
笑
い
声
や
拍
手
が
盛
ん
に
お

こ
り
、
軽
快
な
音
楽
に
合
わ
せ

て
手
拍
子
を
打
つ
な
ど
、
舞
台

と
客
席
が
一
体
と
な
っ
た
、
す

ば
ら
し
い
公
演
と
な
り
ま
し
た
。

終
演
後
は
、
出
演
者
が
ホ
ー
ル

の
外
で
観
客
と
ふ
れ
あ
い
、
握

手
や
写
真
を
撮
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

午
後
４
時
か
ら
は
、﹁
龍
馬
！
﹂

に
出
演
し
た
村
田
恵
さ
ん
と
柴

田
雄
さ
ん
を
講
師
に
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
市
内

の
高
校
生
14
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
質
問
の
時
間
で
は
、
早
着

替
え
に
要
す
る
時
間
や
発
声
の

コ
ツ
な
ど
、
舞
台
の
裏
側
へ
の

質
問
か
ら
演
技
の
技
術
に
関
す

る
質
問
ま
で
、
多
く
の
質
問
が

次
々
に
出
て
い
ま
し
た
が
、
講

師
の
二
人
は
丁
寧
に
答
え
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
舞
台
セ
ッ

ト
に
つ
い
て
舞
台
監
督
の
三
重

野
さ
ん
か
ら
、
分
か
り
や
す
く

丁
寧
な
説
明
が
あ
り
、
参
加
者

は
、
普
段
な
か
な
か
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
舞
台
の
裏
側
を
垣

▲「龍馬！」開演

▲軽快な音楽で舞台と客席が一つに

▲主演のお二人と握手▲本物のセットに興味津津

間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
６
時
30
分
開
演
の
夜

の
部
も
、
会
場
は
ほ
ぼ
満
席

と
な
り
、
夏
季
大
学
で
初
め

て
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
大

盛
況
で
し
た
。

わ
ら
び
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
龍
馬
！
」

大
洲
公
演　

開
演
!!

大洲夏季大学「わらび座公演」・おおずの女性
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